
 

Ｊ
Ｒ
東
海
が
１
０
月
中
に
も
東

京
・
品
川
―
名
古
屋
間
の
着
工
を
狙

う
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
。
日
本
共
産

党
国
会
議
員
団
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
９

日
、
前
例
の
な
い
大
規
模
な
工
事
に

よ
っ
て
深
刻
な
環
境
破
壊
が
引
き
起

こ
さ
れ
、
住
民
合
意
も
な
い
も
と
で

着
工
を
認
可
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
と
政
府
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

（
申
し
入
れ
全
文
は
、 

http://www.jcp.or.jp/akaha

ta/aik14/2014-09-10/20140910

04_02_0.html

） 

リ
ニ
ア
新
幹
線
建
設
の
賛
否
に
か

か
わ
ら
ず
、
認
可
が
許
さ
れ
な
い
理

由
と
は
―
―
― 
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残
土
処
分
は
未
定 

都
市
部
の
大
深
度
地
下
や
南
ア
ル

プ
ス
の
貫
通
な
ど
、
路
線
の
８
６
％

が
地
下
ト
ン
ネ
ル
と
い
う
大
規
模
な

工
事
と
な
り
ま
す
。
東
京
ド
ー
ム
約

５
０
杯
分
に
匹
敵
す
る
残
土
が
発
生

し
ま
す
が
、
処
分
先
は
大
半
が
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
。 

名
古
屋
駅
周
辺
で
は
、
残
土
の
運

搬
で
１
日
最
大
５
２
５
６
台
、
春
日

井
市
で
は
一
箇
所
で
８
０
０
台
も
の

工
事
用
車
両
が
生
活
道
路
を
往
来
。

排
ガ
ス
、
騒
音
、
交
通
事
故
、
動
植

物
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。 党

国
会
議
員
団
の
調
査
で
は
、
地

下
に
亜
炭
鉱
跡
が
点
在
す
る
愛
知
県

春
日
井
市
で
地
盤
沈
下
や
陥
没
が
発

 

 

水
量
が
毎
秒
２
ト
ン
減
少
す
る
と
予
測

し
、
静
岡
市
は
意
見
書
で
「
自
然
環
境

や
下
流
域
の
生
活
、
経
済
活
動
を
は
じ

め
様
々
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。 

環
境
大
臣
の
意
見
書
で
は
、
こ
う
し

た
影
響
を
「
最
大
限
、
回
避
、
低
減
す

る
と
し
て
も
、
な
お
相
当
な
環
境
負
荷

が
生
じ
る
こ
と
は
否
め
な
い
」
と
強
調

し
て
い
ま
す
。 

強
力
な
電
磁
波
が
住
民
・
乗
客
に
与

え
る
影
響
も
未
解
明
で
科
学
的
検
証
す

ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 
 住

民
の
不
安
無
視 

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
環
境
影
響
評
価
書
「
補

正
版
」
を
出
し
た
も
の
の
、
こ
う
し
た

意
見
や
不
安
に
ま
と
も
に
応
え
て
い
ま

せ
ん
。
大
地
震
や
土
砂
崩
れ
、
電
磁
波

の
影
響
へ
の
対
策
は
な
く
、
長
野
県
が

求
め
た
沿
線
自
治
体
と
の
環
境
保
全
協

定
の
締
結
な
ど
の
要
望
に
も
「
ゼ
ロ
回

答
」
を
続
け
て
い
ま
す
。 

移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
住
民
に
具

体
的
説
明
も
な
く
、
党
議
員
団
の
調
査

で
は
「
ど
の
住
宅
が
立
ち
退
き
の
対
象

に
な
る
の
か
説
明
が
な
い
」（
神
奈
川
県

相
模
原
市
）「
車
両
基
地
予
定
地
に
住
ん

で
い
る
こ
と
を
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
初
め

て
知
っ
た
」（
岐
阜
県
中
津
川
市
）
な
ど

批
判
の
声
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
は
、
政
府
の
責
任
で
「
Ｊ

Ｒ
東
海
が
国
民
に
対
し
て
真
摯
に
対
応

す
る
こ
と
を
求
め
、
自
然
環
境
・
生
活

環
境
を
破
壊
さ
せ
な
い
よ
う
監
視
・
監

督
す
る
責
任
を
果
た
す
べ
き
」
だ
と
主

張
し
て
い
ま
す
。 

生
す
る
お
そ
れ
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

環
境
大
臣
の
意
見
で
は
、
発

生
土
置
場
ご
と
に
管
理
計
画

を
作
成
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
工

事
実
施
計
画
に
は
そ
の
作
成

に
つ
い
て
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

水
源
へ
の
悪
影
響 

ト
ン
ネ
ル
工
事
で
地
下
水

脈
が
寸
断
さ
れ
、
水
源
へ
の
悪

影
響
が
出
る
こ
と
も
大
問
題

で
す
。 

山
梨
の
実
験
線
周
辺
で
は
、

リ
ニ
ア
建
設
が
原
因
と
さ
れ

る
水
枯
れ
や
異
常
出
水
が
発

生
。
住
民
か
ら
「
影
響
は
な
い

と
さ
れ
た
遠
方
の
井
戸
に
ま

で
影
響
が
出
た
」
「
釣
り
人
に

人
気
の
沢
が
枯
れ
た
」
な
ど
の

報
告
が
出
て
い
ま
す
。 

Ｊ
Ｒ
東
海
も
環
境
影
響
評

価
で
、
大
井
川
（
静
岡
県
）
の


